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郡山市教育振興基本計画審議会 第１回審議会 概要 

 

日時：令和元年７月１日（月）午後３時～午後４時 10 分 

場所：第４委員会室（郡山市役所西庁舎７階） 

 

１ 会長・副会長選出 

郡山市教育振興基本計画審議会条例第３条第１項の規定に基づき、委員の互選により、

会長に 山下 治 委員を、副会長に 三部 香奈 委員を選出。 

＜会 長＞ 山下  治 委員 

＜副会長＞ 三部 香奈 委員 

 

２ 「郡山市教育振興基本計画」の策定に係る諮問 

小野教育長（教育委員会）から山下会長（審議会）へ「郡山市教育振興基本計画（第

２期）」策定に係る諮問書が手渡された。 

 

３ 議事 

 

 （１）郡山市教育振興基本計画について 

ア 郡山市教育振興基本計画（第３期）の策定概要 

計画策定の必要性、計画策定の方針、計画の位置づけ及び計画期間について、

事務局が説明。 

イ 郡山市教育振興基本計画（第３期）の骨子（案） 

教育を取り巻く環境も複雑・多様化している中、第２期計画との内容の違いを

わかりやすくすること、教育の普遍性という観点から、基本理念・基本方針とい

った核となる部分については、第２期の骨子を踏襲した構成としたい旨、事務局

が説明。 

ウ 郡山市教育振興基本計画（第３期）策定スケジュール（案） 

    全体会３回、専門分科会３回、11 月には審議会としての答申書を提出いただき、

パブリックコメントを経て、計画策定完了となる策定スケジュール（案）につい

て、事務局が説明。 

  ＜質疑応答＞ 

   Ｑ： 第３期計画を策定するにあたり、第３期計画の骨子（案）を第２期の骨子

（構成）を踏襲したい理由として、第２期計画との内容の違いをわかりやす

くしたいとの説明があったが、現段階で何かそういった要素があるのか。（溝

井委員） 

   Ａ： 具体的なものは今この場には持ち合わせていないが、今後の進め方として
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原案を事務局で作成し、随時委員の皆様に御提示していきたいと考えている。

（総務課長） 

   Ｑ： 基本理念と基本目標であるが、教育の普遍性、継続性等を勘案すれば第３

期計画においても「ともに学び、ともに育み、未来を拓く教育の創造」とい

う第１期計画から踏襲する基本理念は変えないという方向性が良いと思うが

いかがか。ただし、分野毎の基本目標については、第３期計画で「文化」「ス

ポーツ」の項目が無くなり、それぞれ「学校教育」「生涯学習」の分野内で展

開するとなれば、今後の議論においては修正もあり得ることを前提に分科会

で議論していただきたいと思うが、委員の皆さんから何か御意見があればお

話いただきたい。（山下会長） 

   Ａ： （特に意見等なし。） 

 

⇒ 各委員からの疑義はなく、基本理念・基本目標については、山下会長の提案

どおり了承。 

 

 （２）「郡山市の教育に関するアンケート」の集計概要について 

    平成 30 年８月から９月にかけて実施したアンケートの集計概要について、事務局

から説明。また、後日開催予定の専門分科会において、より詳細な調査結果を提示

する旨説明。 

＜質疑応答＞ 

    Ｑ： 結果概要だけでは、何とも言えないので、事実と考察を分けて結果を提供

して欲しい。また、質問の内容がどういうものだったかも情報提供いただき

たい。さらに、今回は教育サービスを受ける側のみのアンケートであるが、

教育サービスを提供する側である教員側のアンケートなどについても実施し

たものがあれば提供いただきたい。（菅家委員） 

    Ａ： 勿論、質問内容も実際の回答者数等のデータも今後の分科会において提供

していきたい。また、教員側のアンケートについては、実施したものがあれ

ば提供したいと考えている。（総務課長） 

    Ｑ： 今回は第２期計画に対するアンケートとのことだが、第１期計画からの経

年変化が見えるような質問になっているか。また、第１期計画と第２期計画

に係るアンケート結果の対比などは可能か。（菅家委員） 

    Ａ： 一部、第１期から第２期に計画が変わるタイミングで項目等に修正があっ

たので、完全一致ではないが、経年比較したものを提供する予定である。（総

務課長） 

 

⇒質疑応答の後、各委員とも了承。 
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 （３）専門分科会について 

    郡山市教育振興基本計画審議会運営要綱の規定に基づき、審議会に２つの専門分

科会（①学校教育、②生涯学習）を置き、それぞれの専門分科会に属すべき委員を

会長が指名。 

なお、分科会長については、後日開催予定の専門分科会開催時において、所属す

る委員の互選により決定することになる旨説明。 

   ○第１分科会（学校教育） ８名  （五十音順） 

奥  美代 委員 

土田  修 委員 

加瀬 元三郎 委員 

溝井  勇 委員 

宗形 潤子 委員 

栁沼 文俊 委員 

山下  治 委員 

藁谷 由美子 委員 

○第２分科会（生涯学習） ７名  （五十音順） 

稲垣 優子 委員 

菅家 元志 委員 

今野  静 委員 

三部 香奈 委員 

三瓶 千香子 委員 

瀧田  勉 委員 

平栗 辰也 委員 

 

 （４）その他 

   ＜質疑応答＞ 

   Ｑ： 第１期及び第２期において解決が困難だった課題なども情報提供いただきた

いが可能か。例えば、第２期の目標値に対する達成値、さらに達成値が低い項

目はその理由も提供いただきたい。（三部副会長） 

   Ａ： 分科会において提供いたします。（総務課長） 

 

 


